
1 長泉町における公営住宅の整備（地域住宅計画）
平成25年度～平成29年度（5年間） 長泉町

次世代に継承できる安全で良質な住宅ストックを形成する。

・長泉町における町営住宅長寿命化計画の整備率
・町営住宅の外壁劣化による改善を要する棟数

（H29末）
① 公営住宅長寿命化計画の整備状況等をもとに算出する。

（公営住宅長寿命化計画の整備率）＝（長寿命化計画が策定された戸数）／（町営住宅戸数）(%)

② 町営住宅の外壁劣化の改善済みの棟数
（町営住宅の外壁劣化による改善を要する棟数率）＝（改善がされた棟数）／（管理棟数）(%)

③

事　後　評　価　（中　間　評　価）

○事後評価（中間評価）の実施体制、実施時期

　町内部にて評価を実施 　平成30年3月

　町のホームページへ掲載

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ1　基幹事業
番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

1-A1-1 住宅 一般 長泉町 直接 町 3 △

合計 3

B　関連社会資本整備事業
番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

合計

合計

事業内容・規模等

長寿命化計画策定・個別改善事業

事後評価（中間評価）の実施体制

事業者

要素となる事業名(事業箇所）

公営住宅等ストック総合改善事業

要素となる事業名(事業箇所） 事業内容・規模等

効果促進事業費の割合
0.0%

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値
（H25当初）

0% 100%

56% 56%

全体事業費
（百万円）

0百万円

公表の方法

　　計画の成果目標（定量的指標）

Ｃ

事後評価（中間評価）の実施時期

　　社会資本総合整備計画　　事後評価書
計画の名称
計画の期間 交付対象
計画の目標

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

平成30年4月20日

進捗状況
全体事業費
（百万円）

交付対象事業

事業者 進捗状況

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
44百万円 0百万円Ａ 44百万円 Ｂ



番号 備考

Ｃ　効果促進事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

合計

番号 備考

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

・長寿命化計画を策定し、町営住宅の外壁改修工事の設計を実施した。
Ⅰ定量的指標に関連する
　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値 100%
Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値

に差が出た要因
最終実績値 100%

最終目標値 100%
目標値と実績値 ・町営住宅の外壁改修工事の設計を行い、施工年度の見直しを行ったところ平成30年度以降に
に差が出た要因 施工することとなったため。

最終実績値 55.50%

最終目標値
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値

・町営住宅の外壁改修工事について、引き続き限られた財源において事業を実施し、町営住宅の安全確保に努めたい。
Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

指標②

指標③

指標①

一体的に実施することにより期待される効果

一体的に実施することにより期待される効果

事業者 進捗状況要素となる事業名(事業箇所） 事業内容・規模等
全体事業費
（百万円）


